
初任者研修拠点校指導教員連絡協議会　

【令和７年７月１０日（木）】

フレッシュ研修Ⅰ（初任者研修）の
充実に向けて

徳島県教育委員会
教職員課　人材育成担当



提出書類について

○フレッシュ研修Ⅰ（初任者研修）指導記録
（様式４－①授業研修　様式４－②校内研修）
　　　　　　　　　　※時数の確認をお願いします。

○研究授業学習指導案
　※授業日と指導記録の日が同じことを確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　　☆押印の必要はありません。

　提出日
　　　　　市町村立学校　８月１日（金）　
　　　　　県立学校　　　８月８日（金）



報告書類について

簡略化してかまいません。

（ 様 式  ４ － ① )
    令和６年度フレッシュ研修Ⅰ（ 初任者研修 ）指導記録（ 授業研修：４月～７月分 )



報告書類について

指導した方全員を記載してください。
【研究授業】は管理職と関係教員が参観し、指導します。

（ 様 式  ４ － ① )
    令和６年度フレッシュ研修Ⅰ（ 初任者研修 ）指導記録（ 授業研修：４月～７月分 )



報告書類について

時数は正確にカウントしてください。

（ 様 式  ４ － ① )
    令和６年度フレッシュ研修Ⅰ（ 初任者研修 ）指導記録（ 授業研修：４月～７月分 )



事 務 連 絡
県教育委員会面談（オンライン）

　今年度初めて拠点校指導教員をされる方を
対象に面談を行います。
　経験が２回目以降の方も希望があれば実施し
ます。
　御退室までに、チャットにて担当までお伝え
ください。

９月実施予定



校内におけるフレッシュ研修Ⅰは
計画通り行えていますか。

拠点校指導教員へのアンケートから



初任者研修
教育公務員特例法第２３条に基づく法定研修
　〇文部科学省が示す時数
　校内研修：３００時間以上　校外研修：年間２５日以上

【校内研修の時間数について】

実施日数を弾力的に設定



演習・模擬授業・
体験活動などのアクティブ・ラーニング型研修

【校内研修の時間数について】

【　徳島県 　】
〇校内研修は、年間１５０時間以上実施する。
　　①授業研修・・・９０時間以上（週３時間程度）
　　②一般研修・・・６０時間以上（週２時間程度）
　　　　　　　※年間２回の研究授業を含む

〇校外研修については、日数の削減（１２日）と内容の精選

既存の校内における研修（徳島型メンター制度による研修を含む）等
で、フレッシュ研修Ⅰの趣旨に適するものは、時数に含めてよい。

より実践的な校内研修の実施



　　授業研修（週３時間程度：年間９０時間以上）
　①示範授業（授業研修を担当する指導教員が初任者に授業を示範する。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜年間２０～３０時間を目安に＞

　②実践授業（初任者の授業を指導教員が参観・指導する。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜年間３０時間を目安に＞

　③研究協議（学習指導について、指導計画、授業準備・省察、指導案、
　　発問、板書、評価、学習規律・・・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜年間３０～５０時間を目安に＞

　④参観授業（初任者が指導教員以外の授業を参観する。）
　　学年や教科が異なっても可＜授業研修総時数の１割程度＞　　　　　　　　　

校内研修の内容・時間について

※①～④の時数については、弾力的に行って構わない



とくしま教員育成指標
第１ステージ【基盤形成期】で求められる教員の姿
【授業力】発問・板書・ＩＣＴの活用などの基本的な知識や授業技術

とくしま教員育成指標〈改訂版〉令和７年３月　小学校教諭用（一部）



【拠点校指導教員の役割】

　拠点校指導教員は、原則として、
　フレッシュ研修Ⅰに係る業務のみを担当する。

　

　①校内研修（授業研修または一般研修）の指導
　②初任者が校外研修で出張するときの授業の補充
　　　（授業日の校外研修は、火曜・水曜に多い）
　③初任者研修に係る研修計画、調整、記録等
　④校内の教職員との連絡・調整
　　　（参観授業の依頼、研究授業の連絡等）
　⑤「徳島型メンター制度」による研修への支援

※初任者以外への補充は原則できません。



○どの研修も真面目に真摯に取り組んでいる。
○助言を素直に受け止め、日々授業力が向上している。
○授業研修等で助言したことは、素直に取り入れ学級経営に活かしている。
日々、指導力も向上しているように感じる。
〇運動会や宿泊学習等、学校行事が続き多忙な毎日だが、初任者の先生方は、
とてもやる気をもって学級経営や授業研修をしている。
●通常学級に在籍する特別な支援の必要な児童の指導が負担になっている。学
級事務（プリントやノートの評価、手紙の回収や連絡帳確認、保護者連絡等）
に優先順位をつけて処理することに苦慮している。
●学級担任として生徒指導面でも課題を抱えている事案があり、学年団や他の
教職、管理職等からの助言や共に指導に入ってくださっているが、空き時間や
放課後も対応に追われ、負担になっていることもあるようだ。
●夜遅くまで仕事をしている先生がいるので、働き方改革も意識して、もう少
し早く帰るように話している。
●各校、週一度のためなかなか学校の状態を把握するのが難しいです。

初任者の勤務状況について



ある二人の初任者が答えた
アンケートの回答です。



Ａさんは臨時経験がありません



在校時間は１４時間以上

勤務時間外の在校等時間は１ヶ月
あたり１００時間以上



休日もあまり休養できていません



学習指導について、とても大きな負
担を感じているようです



今はまだ、所属校の中で人間関係が
十分に築けていないのかもしれません



徳島型メンター制度を活用した
研修は計画されているようですが、
まだ実施されていません



Ｂさんも臨時経験がありません。



Ｂさんも在校時間が長いです



仕事量も多いと感じています



休日は休養できたと感じているようです



学習指導について、Ａさんほどでは
ないですが負担を感じています



同年代の教員が支えになっている



先輩の先生方をはじめチームでの
厚い支援が感じられる

徳島型メンター制度が早期から
行われている



新任教員のメンタルダウンは６月
や夏休み明けが多いといわれてい
ます。

朝日新聞デジタル　
https://www.asahi.com/articles/

AERA DIGITAL
https://dot.asahi.com/



「徳島型メンター制度」による研修

〇先輩教員と話す機会があるので、わからないことを聞くだけでな
く、コミュニケーションもとることができて充実していると感じる。
〇他の先生方の授業実践などを聞くことで、その教科に対する考えが
深まった。
〇小さな悩みから大きな悩みまで相談しやすい。
〇先輩の先生方の実体験をもとに、〇〇のときは〜〜ことをした方が
良いという具体的な方法を教えてくれ、わかりやすく学ぶことができ
ている。
〇分からないことや困っていることについて、先輩の先生方からアド
バイスをいただけたため、不安が少し和らいだ。
〇フラットな空気感で相談しやすかった。先輩も同じように悩みなが
ら仕事をこなしていると知り、自分の中での焦る気持ちが軽くなっ
た。
〇身近な悩みに、共感してくれたり、的確なアドバイスをくださった
りするので、とてもありがたい。

～初任者へのアンケートから～



【拠点校指導教員の役割】

　拠点校指導教員は、原則として、
　フレッシュ研修Ⅰに係る業務のみを担当する。

　

　①校内研修（授業研修または一般研修）の指導
　②初任者が校外研修で出張するときの授業の補充
　　　（授業日の校外研修は、火曜・水曜に多い）
　③初任者研修に係る研修計画、調整、記録等
　④校内の教職員との連絡・調整
　　　（参観授業の依頼、研究授業の連絡等）
　⑤「徳島型メンター制度」による研修への支援



〇小学校　　　７８校中　３１校

徳島型メンター制度を初任者研修の
年間指導計画に位置づけている学校数

〇中学校　　　３４校中　１７校

〇高等学校　　３１校中　　４校

〇特別支援学校　５校中　　４校



拠点校指導教員対象アンケートでは　　　
「活用されている」・・・１００％

徳島型メンター制研修が初任者研修に
活用されているか

初任者対象アンケートでは　
各校種において「行ってい
ない」と回答している。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○色々な特技や専門性を持つ教員が講師となり、多様な研修を
希望して受講できるのは大変良い。　　　　　　　　　　　　　　
○初任者の困りごとに対応できている。「共に」という関係性
がすばらしい。若手の教員の仲間意識が育っている。　　　　　　
○時間をやりくりして、メンター研修を実施している。余り堅
苦しくならずに、研修ができているのがよい。
△メンター制度は何を目標にするのか、しっかり計画を立てて
ほしい。
△講師ができる人材の育成を進める必要がある。
△教職員が多い学校は、リードする人が数名おり、メンター制
度が十分活用されているが、教職員数が少ない学校は、リード
する人もおらずに活用が難しい状況である。

「徳島型メンター制度」の活用について、
良い点〇、課題△



〇管理職による理解と配慮があり、すべての教員が温かく接してくれる。　　
〇どの学校も初任者の先生や研修について協力的で、気持ちよく勤務させ
てもらっている。
〇拠点校指導員がいないときは、学年主任の先生が丁寧に指導してくれて
いる。細かく支援できる先生を学年主任として配置してくれているので、
とても助かっている。
△校内指導員の先生も忙しいので、共通理解する時間はほとんどとれない
のが現状。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
△週一度の勤務、1年目のため、日々の指導に追われ、他の教員との連携が
難しい。必要最低限の内容を聞いている。
△昨年に引き続き勤務している学校は、密になってスムーズであるが、初
めての場合は、気を遣う場面や疎外感を感じてしまう場面がある。
△勤務は週１回、しかも初任者のクラスでずっと指導するので、他の教員
とコミュニケーションが取りにくい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

校内指導教員や他の教職員との連携について、
良い点〇、課題△について



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●学校によってICTの環境、使っているアプリ等の違いがある
こと。特に、本年度は、３校とも指導員のタブレットが与えら
れていないので、示範授業がやりにくい。　　　　　　　　　　　　
●拠点校指導員1年では、いろいろとわからないことが多い。　　　
●１週間に１回の指導になるので、次の示範授業の指導内容に
ついての連絡がうまくできないときがある。
●今年度、拠点校指導教員に非常勤講師が多くなっており、タ
イトな勤務の中で充実した研修が行えるのか疑問がある。連絡
協議会もオンラインに変更され欠席可能となり、形だけのもの
になってしまわないか心配です。初任者や初任者研修を取り巻
く状況が年々厳しくなっているように思います。

研修全般に関する困りごとや悩みについて



【 ブレイクアウトルームでの協議 】

　○　拠点校指導教員として、どのような点に留意しながら
　　初任者の育成を推進されているか
　

　○　「徳島型メンター制度」の活用による研修が効果的
　　に推進されるようにどのような工夫をされているか。
　　（　校内の先生との連携や本務校・兼務校との連携　）

※１０分間の休憩のあと、ブレイクアウトルームでの協議か
ら再開します。　よろしくお願いいたします。



新たな教師の学びの姿　　　　　　　　　　　　　

対等な関係性の中で主体的に
学び合う研修文化の醸成　　　　　　　　　　　　　　

徳島型メンター制度Ⅱ
　　　　　　　（セカンド）



徳島型メンター制度の推進体制

サークル型メンター制研修



メンターチーム

サークル型メンター制研修

「特別支援教育と教職人生」



サークル型メンター制研修

【目的】
不祥事の事例に学び、自分事として考
え、知識と意識を更新する。

貢　献

メンター制研修「コンプライアンス」
     （若手教員発信→校内研修）



林崎小学校の徳島型メンター制度
セカンドを活用した取組

授業研究会の様子



低学年チーム 中学年チーム

高学年チーム 鳴門市道徳部会



校内研修の活性化に向けて







31

「初任者の伴走者として」

初任者への御指導、よろしくお願いいたします。



31

本日は、拠点校指導教員連絡協議会に
ご参加いただきありがとうございました。

9月　県教育委員会面談（オンライン）

　今年度、初めて拠点校指導教員をご担当いただいて
いる先生以外の方で、面談を希望される方は御退室まで
にチャットにて担当（山田）にお知らせください。


